
インタビュー質問文
Interviewing style writing: Self describing sentences + Question 
sentences

Indirect interviewing

Direct 

私達は日本語を勉強しているB高校の
Cと申します。私達は日本人の生活に

とても興味があります。アメリカの生
活と日本の生活を比較したいので、少
しお時間をいただいて質問してもよろ
しいでしょうか。

それでは、日本ではどんな交通を
使っています。そして、その費用は
どのくらいかかりますか。

初級から中級へ ：発表モード と解釈モードと対話モードの統合サイクル
初級から中級へのアセスメントの変化とスカフォルディングのあり方

National Standards (1996-1999), written by ACTFL IPA

National Standards(1996-1999) offer (content standards/what)

• who, where, when, what, why and how 

• How to communicate 

• To whom /audience 聴衆と自分

• How way/ style/type 文／段落のスタイルの選択

• Why/ reason 意見、判断

• What/ content 内容重視

• Who/ autonomous learner 自律的自己

• When and Where

Author/cultural perspectives

Content reading and Community experience

Cultural experience:

Reading Japanese contents 

Community Japanese events

Exchange Program

Japanese Heritage Learners Connection

Scaffolding for Reading Authentic Materials
By Pauline Gibbons, 2002  AP workshop material

Before-Reading During-Reading After-Reading 

Predicting from words
Predicting form Title
Predicting First sentence
Rereading from a Key 
Illustration
Sequencing Illustrations
Reader Questions
Storytelling
Sharing Existing 
Knowledge

Modeled reading by 
Teacher
Skimming and 
Scanning
Rereading for detail
Shared book (Big 
Book, Power Point) 
Word Masking
Pause and Predict
Shadow Reading

Story map, cartoon strip
Story innovation, 
innovating on the 
ending 
Acting out the story or a 
scene
Cloze
Text reconstruction, 
jumbled sentence
True/false question
Questioning the Text
Summarizing the Text

テクストの読み
 作品としての読み  テクストとしての読み

作家＝創造者

読者＝享受者

記号表現

唯一の記号内容

先行するテクスト

作家＝享受者

記号表現

多様な記号内容

読者＝共同執筆者

物語言説

物語内容

１。情報の正確
な読み
（数学や理科教
材の日本語）

２。視点転換的
読み
（社会科教材な
どの日本語）

３。情緒把握的
読み
（国語教材の
70%)

Author/cultural 
perspectives

Content reading and Community 
experience 生活言語と 学習言語への発展：

発表モード と 対話モード と 解釈モードの統合へ
文章理解／文学理解と５W１Hの基礎概念

 情報の
交換

 視点転
換

 情緒の
理解

•説明

•解釈

•応用

•多角的視
点

•他者理解

•自己理解

•模写

•異化

•アイデン
ティティ
ー

•浄化

•文学の構造

•５w１H

•Who だれ 主人公

•Whereどこ 背景

•Whenいつ 時代背景

•Whatなに 主題

•Whyなぜ プロット

•Howどう 視点

•Howどう 文体

•Howどう 象徴



Fluency Reading : 

Read Aloud

Check fluency and accuracy

Peer reading

Check fluency and accuracy 

Accuracy Reading :

Structure Reading

Main idea reading

Support idea reading 

Main point reading

Keyword reading

Key Phrase reading   

『季節』Kisetsu - (4 Volumes)
ContextualizedContextualized Project Oriented CurriculumProject Oriented Curriculum

情報の収集/交換 Information 
gathering/exchanging
問題解決、意志決定

Problem solving,  Decision 
making
グループワーク group work
主題発見 Topic-comment
プレゼンテーション

presentation
視点転換(クリティカル シ
ンキング）Critical thinking
他者理解/情緒理解 empathy
自己理解 Self Knowledge

認知的ストラテジー

Cognitive strategies

アフェクティブ

ストラテジー

Affective strategies

言語ストラテジー
Language
strategies

Concept

Fact

Topic

Performance
スカフォルデング

と自律学習

初級から中級 と学習言語：Expository Writing strategies と発表
モードと書記スカフォルディング

銀河 (Chapter 1 & 2)
Interpersonal -Presentational -

Interpretive

 Interpersonal - Presentational - Interpretive

Simple Writing 
sentences

Interpersonal 
conversation

Supplementary 
reading 

Lesson plan Writing 
sentences

Class 
discussion

Supplementary 
reading 

初級から中級 と学習言語：Expository Writing strategies と発表
モードと書記スカフォルディング銀河 (Chapter 3 &4) 秋祭り（Chapter 1)
Presentational –( Interpersonal –

Interpretive)

 Presentational – Interpersonal – Interpretive

Expository writing 
sentences

Class 
discussion

Supplementary 
reading 

Essay style writing 
sentences

Class 
discussion

Supplementary 
reading 

 Presentational – Interpretive – Interpersonal

interveiw writing 
sentences

InterviewingReading 
interview 
questions

初級から中級 と学習言語：Expository Writing strategies と発表
モードと書記スカフォルディング

秋祭り (Chapter ２、３&４)
Interpretive – Interpersonal -Presentational

 Interpretive– Interpersonal– Presentational

Reading Historical  
Biography 
sentences

Class 
discussion

Problem solving 
self history 
writing 

Reading play scripts Director 
instruction

Creating short 
skits

Research and read 
article

Editorial 
discussion

Newspaper 
Writing 
sentences

2009年8月9日@ MHB Résumé Conference 

継承語教育におけるマルチレベル・マルチエイジでのインターラ
クティブな読解の方法と、書記から読解を引き出す方法

津田和男、国連国際学校、New York

1. マルチレベル/マルチエイジと内容重視：教室言語 対 生活言語と 学
習言語デファレンシエーションとユニットの理念の考え方

学習者中心とスカフォルディングのあり方、内容重視と自律学習

2. マルチレベル/マルチエイジとプロジェクト ：

プロジェクト ベース インストラクション：

ACTFL Integrated Performance Assessment ：発表モード と解釈モードと対

話モードの統合サイクル：初級から中級へのアセスメントの変化

3. マルチレベル/マルチエイジと書記： 生活言語と 学習言語への発展：
発表モード と 対話モード と 解釈モードの統合へ

Expository Writing strategies と発表モードと書記スカフォルディン
グ

Essay Writing strategies と発表モードと書記スカフォルディング

Narrative Writing strategies 発表モード と解釈モード

4. マルチレベル/マルチエイジと読解 ： 学習言語への発展／生活言語への
発展
Discourse strategies と 発表モード と対話モード



文学的構造

文学的コード転換
主人公 Who

背景 Where

時代背景 When

主題 What

プロット Why

語り手 How

文体 How

象徴 How

読者

芸術的コミュニケーション

コンテクスト
メッセージ

コンタクト
コード
ディスクール

メタファー・メトミニー
ディコンストラクト

作者

演劇的構造

演劇的コード転換

舞台

人物
人物

内世界的コミュニケーション

観客

芸術的コミュニケーション

プレゼンテーションモードと
ドラマ形式と発表形式

 スキット プレー タイプ プレゼンテーション

 パフォーマンス プレゼンテーション

 プレー アウト プレゼンテーション

 シナリオ プレゼンテーション

 ロール プレー タイプ プレゼンテーション

 オーラル プレゼンターション タイプ

 ディベートタイプ プレゼンテーション

 スライド プレゼンターション

問題解決としての試み

内容重視：シェルターとしての

内容学習＋言語学習

共通のテーマを通して、背景知
識を発展

させながら内容を多角的に学習し理解
する

Scaffolding：

内容学習に対するScaffolding

言語学習に対するScaffolding

背景：国連国際学校（UNIS)
日本語中学、高校生クラス

 学年別正規授業でもあり(継承語学習者＋外国語学習者）、

＋異学年のアフタースクールプログラム(継承語学習者＋数名の
外国語学習者）

 多様な言語レベル、年齢、文化背景の複式クラス
家庭： 国際結婚、永住、帰国予定

学年： 継承語中学1年～高校３年生（1８人）
外国語学習者中学1年～高校３年生（12人）

 UNIS：学習希望者を全員受け入れる

 補習校：中学校入学時点で補習校の小学校を卒業してた生
徒のみを受け入れる

複式クラスが抱える問題点
 従来の同学年内での言語レベル差に対応するのみでなく、異

学年を含む複式クラスでは、高い認知力を満足させる内容も
同時に必要となる

・同学年 ⇒言語レベルに対応
・異学年 ⇒言語レベル＋認知レベルに対応

＝従来の国語教科書・日本語の教科書で読み書きを伸ばすこ
とは むずかしい

 （JFLもJHLも）ナショナルスタンダードのラーニングシナリ
オの活用

 継承語として日本語を勉強しなければいけばならず、学習す
ることに反発を感じているため、学習内容が学習者を引き付
けるものが必要



生徒の言語力１

グル
ープ

グループ
１

新規外国
語学習者

グループ
２

中級外国
語学習者

グルー
プ３

継承語
学習者

グループ

４

継承語学
習者

グループ５

年少期滞日学
習者・継承語

学習者

グループ
６

海外子女

生活
言語
習得
（
BICS
)

されてい
ない

初級の初

されてい
ない

初級の高

されて
いる

聴解型

バイリ
ンガル

されてい
る

口頭型バ
イリンガ
ル

されている

読解・書記型
バイリンガル

されてい
る

学年相応
の読み書
きレベル

学年
幅

７年～１
２年

７年～１
２年

７年～
１２年

７年～１
２年

７年～１２年 ７年～１
２年

IB SB HB HB-SA2 HB-HA2 SA2-HA2-
HA1-SAI

HA1

生徒の言語力２

グルー
プ

グループ
１

新規外国
語学習者

グループ
２

中級外国
語学習者

グルー
プ３

継承語
学習者

グループ

４

継承語学
習者

グループ５

年少期滞日
学習者・継
承語学習者

グループ
６

海外子女

学習言
語レベ
ル（
CALP)

ひらがな

カタカナ
（カード）

漢字約
80－250
字

読み：単
文レベル
から段落

書き：
100字か

ら５００
字
SB-HB

漢字約
80-600
字

読み：

段落か
ら短編
小説

書き：

100字か
ら800字
SB-SA2

漢字約150
－900字

読み：短
編小説か
ら多読

書き：課
題につい
て原稿用
紙３-7枚
SB-HA2

漢字約800
－1350字

読み：多読

と表現分析

書き：課題
について原
稿用紙５～
７枚

SA2-HA1

漢字約800
－2000字
読み：多
読と文学

分析

書き：課
題につい
て原稿用
紙7-20枚
SA1-HA1

内容重視：おばけリンゴ：谷川俊
太郎

１．台本選択

２．読み：
「おばけりんご」

３．言語理解リハーサル

４．内容理解リハーサル

６．パフォーマンス

５．表現理解リハーサル

劇学習

演劇の
合計時間数

リハーサル １２回
合計 5０時間

ゲストスピーカーの招待：
平田オリザ
演劇入門の体現化
演劇クラスとの競演
小学生クラスとの交流

台本選択①：

１．今年のパフォーマンスについて考え
えること。

２．台本さがし。（

３．タイトルから台本の内容を予測する
。

４．台本を読む。(他の言語でもよい）

５．話し合う。

６．教師もアイデアをだす。

②．多様なレベルの読み教材：
「おばけりんご」

４種類のテキスト

１．台本

２．台本のリライト（振り仮名化）

３. オリジナルの絵本『小学生のクラ
スでも同じタイトル』で演技化する。

３．英語版も使えるときは使う。

４．台本を字幕にするために翻訳する

グル
ープ

グルー
プ１

グルー
プ２

グループ
３

グループ
４

グループ
５

グループ６

生活言語
習得（
BICS)

されていない

初級の初

されていない

初級の高

されている

聴解型

バイリンガル

されている

口頭型バイリン
ガル

されている

読解・書記型バ
イリンガル

されている

学年相応の読み書
きレベル

学年幅 ７年～１２年 ７年～１２年 ７年～１２年 ７年～１２年 ７年～１２年 ７年～１２年

学習言語
レベル（
CALP)

ひらがな

カタカナ（カ
ード）

漢字約80
－25０字

読み：単文レ
ベルから段落

書き：100字
から５００字

漢字約80－25
０字

読み：

段落から短編小
説

書き：

：100字から８
００字

漢字約150－750
字

読み：短編小説
から多読

書き：課題につ
いて原稿用紙３
～７枚

漢字約800－1350
字

読み：多読

と表現分析

書き：課題につ
いて原稿用紙５
～７枚

漢字約800－2000字
読み：多読と文学

分析

書き：課題につい
て原稿用紙７～２
０枚

テキス
ト

春一番 銀河/台本

ひらがな
台本

台本

ひらがな
台本

台本

ひらがな
台本

台本

ひらがな台
本

台本

読み及
び練習
の方法

リサーチ

英語によ
る討論

発表

リサーチ

討論/発表

個人的逐
次読み

グループ
読み

個人的逐
次読み

グループ
読み

個人的逐
次読み

グループ読
み

討論(日英

）

インディペ
ンデント・
リーディン
グ

(



読み③：言語理解のリハーサル

１．キャステイングの設定。

２．それぞれの人物像を表している言葉
を理解する。どんな人？

３．会話の場面の理解を考えさせる。

４．新出漢字＆言葉を勉強する。

５．アクセント・スピードの練習をする
。

６．全体の台本のテーマを考える。

ゲストアーティストの招待

本の世界から演劇世界へ

１．平田オリザ氏・鈴木忠志氏の論評の読解

２．平田オリザのクラス内ワークショップ

３．平田オリザ氏の講演ワークショップ

４．演劇グループとの競演

『サラリーマン忠臣蔵』原文、英訳、

５．ダンス指導：「カリオグラフィー」指導

読み④：内容理解のリハーサル

１．教室活動での動作つきの読み

２．暗記の練習

３．場面でのグループ動作

４．個人の暗記を含めた読みによるリハーサ
ル

５．他の台本との比較：オセロ/ウエストサ
イドストーリー：
キャラクター分析に使う。

読み⑤：リハーサル

１．演劇の始まり
２．場面の演劇化
３．表現のスタイライズ
４．全体の流れの効果

演劇の効果による教室の支援
１．生徒間のプレッシャーと支援。
２．高学年生徒のリーダーシップ。
３．クラスの連帯感が強まる。
４．上級生の演技による下級生への刺激。
５．保護者の積極的な介入。

１．専門家の介入。
２．家庭での言語支援。

煙草と悪魔芥川龍之介

煙草（たばこ）は、本来、日本になかつた植物である。では、何時（いつ）頃、舶載されたかと云ふと、記録によつて、年代が一致しない。或は、慶長年間
と書いてあつたり、或は天文年間と書いてあつたりする。が、慶長十年頃には、既に栽培が、諸方に行はれてゐたらしい。それが文禄年間になると、「きか
ぬものたばこの法度（はつと）銭法度（ぜにはつと）、玉のみこゑにげんたくの医者」と云ふ落首（らくしゆ）が出来た程、一般に喫煙が流行するやうにな
つた。―― そこで、この煙草は、誰の手で舶載されたかと云ふと、歴史家なら誰でも、葡萄牙（ポルトガル）人とか、西班牙（スペイン）人とか答へる。
が、それは必ずしも唯一の答ではない。その外にまだ、もう一つ、伝説としての答が残つてゐる。それによると、煙草は、悪魔がどこからか持つて来たのだ
さうである。さうして、その悪魔なるものは、天主教の伴天連（ばてれん）か（恐らくは、フランシス上人（しやうにん））がはるばる日本へつれて来たの
ださうである。 かう云ふと、切支丹（きりしたん）宗門の信者は、彼等のパアテルを誣（し）ひるものとして、自分を咎（とが）めようとするかも知れな
い。が、自分に云はせると、これはどうも、事実らしく思はれる。何故と云へば、南蛮の神が渡来すると同時に、南蛮の悪魔が渡来すると云ふ事は――西洋
の善が輸入されると同時に、西洋の悪が輸入されると云ふ事は、至極、当然な事だからである。 しかし、その悪魔が実際、煙草を持つて来たかどうか、そ
れは、自分にも、保証する事が出来ない。尤（もつと）もアナトオル・フランスの書いた物によると、悪魔は木犀草（もくせいさう）の花で、或坊さんを誘
惑しようとした事があるさうである。して見ると、煙草を、日本へ持つて来たと云ふ事も、満更嘘だとばかりは、云へないであらう。よし又それが嘘にして
も、その嘘は又、或意味で、存外、ほんとうに近い事があるかも知れない。――自分は、かう云ふ考へで、煙草の渡来に関する伝説を、ここに書いて見る事
にした。
＊ ＊ ＊ 天文十八年、悪魔は、フランシス・ザヴイエルに伴（つ）いてゐる伊留満（いるまん）の一人に化けて、長い海路を恙
（つつが）なく、日本へやつて来た。この伊留満の一人に化けられたと云ふのは、正物（しやうぶつ）のその男が、阿媽港（あまかは）か何処（どこ）かへ
上陸してゐる中に、一行をのせた黒船が、それとも知らずに出帆をしてしまつたからである。そこで、それまで、帆桁（ほげた）へ尻尾をまきつけて、倒
（さかさま）にぶら下りながら、私（ひそか）に船中の容子（ようす）を窺つてゐた悪魔は、早速姿をその男に変へて、朝夕フランシス上人に、給仕する事
になつた。勿論、ドクトル・フアウストを尋ねる時には、赤い外套（ぐわいたう）を着た立派な騎士に化ける位な先生の事だから、こんな芸当なぞは、何で
もない。 所が、日本へ来て見ると、西洋にゐた時に、マルコ・ポオロの旅行記で読んだのとは、大分、容子がちがふ。第一、あの旅行記によると、国中至
る処、黄金がみちみちてゐるやうであるが、どこを見廻しても、そんな景色はない。これなら、ちよいと磔（くるす）を爪でこすつて、金（きん）にすれば、
それでも可成（かなり）、誘惑が出来さうである。それから、日本人は、真珠か何かの力で、起死回生の法を、心得てゐるさうであるが、それもマルコ・ポ
オロの嘘らしい。嘘なら、方々の井戸へ唾を吐いて、悪い病さへ流行（はや）らせれば、大抵の人間は、苦しまぎれに当来の波羅葦僧（はらいそ）なぞは、
忘れてしまふ。――フランシス上人の後へついて、殊勝らしく、そこいらを見物して歩きながら、悪魔は、私（ひそか）にこんな事を考へて、独り会心の微
笑をもらしてゐた。 が、たつた一つ、ここに困つた事がある。こればかりは、流石（さすが）の悪魔が、どうする訳にも行かない。と云ふのは、まだフラ
ンシス・ザヴイエルが、日本へ来たばかりで、伝道も盛にならなければ、切支丹の信者も出来ないので、肝腎（かんじん）の誘惑する相手が、一人もゐない
と云ふ事である。これには、いくら悪魔でも、少からず、当惑した。第一、さしあたり退屈な時間を、どうして暮していいか、わからない。―― そこで、
悪魔は、いろいろ思案した末に、先（まづ）園芸でもやつて、暇をつぶさうと考へた。それには、西洋を出る時から、種々雑多な植物の種を、耳の穴の中へ
入れて持つてゐる。地面は、近所の畠でも借りれば、造作はない。その上、フランシス上人さへ、それは至極よからうと、賛成した。勿論、上人は、自分に
ついてゐる伊留満（いるまん）の一人が、西洋の薬用植物か何かを、日本へ移植しようとしてゐるのだと、思つたのである。 悪魔は、早速、鋤（すき）鍬
（くは）を借りて来て、路ばたの畠を、根気よく、耕しはじめた。 丁度水蒸気の多い春の始で、たなびいた霞（かすみ）の底からは、遠くの寺の鐘が、ぼ
うんと、眠むさうに、響いて来る、その鐘の音が、如何にも又のどかで、聞きなれた西洋の寺の鐘のやうに、いやに冴えて、かんと脳天へひびく所がない。
――が、かう云ふ太平な風物の中にゐたのでは、さぞ悪魔も、気が楽だらうと思ふと、決してさうではない。 彼は、一度この梵鐘（ぼんしよう）の音を聞
くと、聖保羅（さんぽおろ）の寺の鐘を聞いたよりも、一層、不快さうに、顔をしかめて、むしやうに畑を打ち始めた。何故かと云ふと、こののんびりした
鐘の音を聞いて、この曖々（あいあい）たる日光に浴してゐると、不思議に、心がゆるんで来る。善をしようと云ふ気にもならないと同時に、悪を行はうと
云ふ気にもならずにしまふ。これでは、折角、海を渡つて、日本人を誘惑に来た甲斐（かひ）がない。――掌（てのひら）に肉豆（まめ）がないので、イワ
ンの妹に叱られた程、労働の嫌な悪魔が、こんなに精を出して、鍬を使ふ気になつたのは、全く、このややもすれば、体にはひかかる道徳的の眠けを払はう
として、一生懸命になつたせゐである。 悪魔は、とうとう、数日の中に、畑打ちを完（をは）つて、耳の中の種を、その畦（うね）に播（ま）いた。

＊ ＊ ＊ それから、幾月かたつ中に、悪魔の播いた種は、芽を出し、茎をのばして、その年の夏の末には、幅の広い緑の葉が、もう残りなく、畑の
土を隠してしまつた。が、その植物の名を知つてゐる者は、一人もない。フランシス上人が、尋ねてさへ、悪魔は、にやにや笑ふばかりで、何とも答へずに、黙つてゐる。
その中に、この植物は、茎の先に、簇々（そうそう）として、花をつけた。漏斗（じやうご）のやうな形をした、うす紫の花である。悪魔には、この花のさいたのが、骨を折
つただけに、大へん嬉しいらしい。そこで、彼は、朝夕の勤行（ごんぎやう）をすましてしまふと、何時でも、その畑へ来て、余念なく培養につとめてゐた。 すると、或日
の事、（それは、フランシス上人が伝道の為に、数日間、旅行をした、その留守中の出来事である。）一人の牛商人（うしあきうど）が、一頭の黄牛（あめうし）をひいて、
その畑の側を通りかかつた。見ると、紫の花のむらがつた畑の柵の中で、黒い僧服に、つばの広い帽子をかぶつた、南蛮の伊留満が、しきりに葉へついた虫をとつてゐる。牛
商人は、その花があまり、珍しいので、思はず足を止めながら、笠をぬいで、丁寧にその伊留満へ声をかけた。 ――もし、お上人様、その花は何でございます。 伊留満は、
ふりむいた。鼻の低い、眼の小さな、如何にも、人の好ささうな紅毛（こうまう）である。 ――これですか。 ――さやうでございます。 紅毛は、畑の柵によりかかりな
がら、頭をふつた。さうして、なれない日本語で云つた。 ――この名だけは、御気の毒ですが、人には教へられません。 ――はてな、すると、フランシス様が、云つては
ならないとでも、仰有（おつしや）つたのでございますか。 ――いいえ、さうではありません。 ――では、一つお教へ下さいませんか、手前も、近ごろはフランシス様の
御教化をうけて、この通り御宗旨に、帰依（きえ）して居りますのですから。 牛商人は、得意さうに自分の胸を指さした。見ると、成る程、小さな真鍮（しんちゆう）の十
字架が、日に輝きながら、頸（くび）にかかつてゐる。すると、それが眩（まぶ）しかつたのか、伊留満（いるまん）はちよいと顔をしかめて、下を見たが、すぐに又、前よ
りも、人なつこい調子で、冗談（じようだん）ともほんとうともつかずに、こんな事を云つた。 ――それでも、いけませんよ。これは、私の国の掟（おきて）で、人に話し
てはならない事になつてゐるのですから。それより、あなたが、自分で一つ、あててごらんなさい。日本の人は賢いから、きつとあたります。あたつたら、この畑にはえてゐ
るものを、みんな、あなたにあげませう。 牛商人は、伊留満が、自分をからかつてゐるとでも思つたのであらう。彼は、日にやけた顔に、微笑を浮べながら、わざと大仰に、
小首を傾けた。 ――何でございますかな。どうも、殺急（さつきふ）には、わかり兼ねますが。 ――なに今日でなくつても、いいのです。三日の間に、よく考へてお出で
なさい。誰かに聞いて来ても、かまひません。あたつたら、これをみんなあげます。この外にも、珍陀（ちんた）の酒をあげませう。それとも、波羅葦僧垤利阿利（はらいそ
てれある）の絵をあげますか。 牛商人は、相手があまり、熱心なのに、驚いたらしい。 ――では、あたらなかつたら、どう致しませう。 伊留満は帽子をあみだに、かぶ
り直しながら、手を振つて、笑つた。牛商人が、聊（いささか）、意外に思つた位、鋭い、鴉（からす）のやうな声で、笑つたのである。 ――あたらなかつたら、私があな
たに、何かもらひませう。賭（かけ）です。あたるか、あたらないかの賭です。あたつたら、これをみんな、あなたにあげますから。 かう云ふ中に紅毛は、何時（いつ）か
又、人なつこい声に、帰つてゐた。 ――よろしうございます。では、私も奮発して、何でもあなたの仰有（おつしや）るものを、差上げませう。 ――何でもくれますか、
その牛でも。 ――これでよろしければ、今でも差上げます。 牛商人は、笑ひながら、黄牛（あめうし）の額を、撫でた。彼はどこまでも、これを、人の好い伊留満の、冗
談だと思つてゐるらしい。 ――その代り、私が勝つたら、その花のさく草を頂きますよ。 ――よろしい。よろしい。では、確に約束しましたね。 ――確に、御約定（お
やくぢやう）致しました。御主（おんあるじ）エス・クリストの御名にお誓ひ申しまして。 伊留満は、これを聞くと、小さな眼を輝かせて、二三度、満足さうに、鼻を鳴ら
した。それから、左手を腰にあてて、少し反（そ）り身になりながら、右手で紫の花にさはつて見て、 ――では、あたらなかつたら――あなたの体と魂とを、貰ひますよ。
かう云つて、紅毛は、大きく右の手をまはしながら、帽子をぬいだ。もぢやもぢやした髪の毛の中には、山羊（やぎ）のやうな角（つの）が二本、はえてゐる。牛商人は、思
はず顔の色を変へて、持つてゐた笠を、地に落した。日のかげつたせゐであらう、畑の花や葉が、一時に、あざやかな光を失つた。牛さへ、何におびえたのか、角を低くしな
がら、地鳴りのやうな声で、唸つてゐる。…… ――私にした約束でも、約束は、約束ですよ。私が名を云へないものを指して、あなたは、誓つたでせう。忘れてはいけませ

ん。期限は、三日ですから。では、さやうなら。 人を莫迦（ばか）にしたやうな、慇懃（いんぎん）な調子で、かう云ひながら、悪魔は、わざと、牛商人に丁寧なおじぎを
した。
＊ ＊ ＊ 牛商人は、うつかり、悪魔の手にのつたのを、後悔した。このままで行けば、結局、あの「ぢやぼ」につかまつて、体も魂も、「亡（ほ
ろ）ぶることなき猛火（みやうくわ）」に、焼かれなければ、ならない。それでは、今までの宗旨をすてて、波宇寸低茂（はうすちも）をうけた甲斐が、なくなつてしまふ。
が、御主（おんあるじ）耶蘇基督（エス・クリスト）の名で、誓つた以上、一度した約束は、破る事が出来ない。勿論、フランシス上人でも、ゐたのなら、またどうにかなる
所だが、生憎（あいにく）、それも今は留守である。そこで、彼は、三日の間、夜の眼もねずに、悪魔の巧みの裏をかく手だてを考へた。それには、どうしても、あの植物の
名を、知るより外に、仕方がない。しかし、フランシス上人でさへ、知らない名を、どこに知つてゐるものが、ゐるであらう。…… 牛商人は、とうとう、約束の期限の切れ

る晩に、又あの黄牛（あめうし）をひつぱつて、そつと、伊留満の住んでゐる家の側へ、忍んで行つた。家は畑とならんで、往来に向つてゐる。行つて見ると、もう伊留満も
寝しづまつたと見えて、窓からもる灯さへない。丁度、月はあるが、ぼんやりと曇つた夜で、ひつそりした畑のそこここには、あの紫の花が、心ぼそくうす暗い中に、ほのめ
いてゐる。元来、牛商人は、覚束（おぼつか）ないながら、一策を思ひついて、やつとここまで、忍んで来たのであるが、このしんとした景色を見ると、何となく恐しくなつ
て、いつそ、このまま帰つてしまはうかと云ふ気にもなつた。殊に、あの戸の後では、山羊のやうな角のある先生が、因辺留濃（いんへるの）の夢でも見てゐるのだと思ふと、
折角、はりつめた勇気も、意気地なく、くじけてしまふ。が、体と魂とを、「ぢやぼ」の手に、渡す事を思へば、勿論、弱い音（ね）なぞを吐いてゐるべき場合ではない。
そこで、牛商人は、毘留善麻利耶（びるぜんまりや）の加護を願ひながら、思ひ切つて、予（あらかじめ）、もくろんで置いた計画を、実行した。計画と云ふのは、別でもな
い。――ひいて来た黄牛の綱（はづな）を解いて、尻をつよく打ちながら、例の畑へ勢よく追ひこんでやつたのである。 牛は、打たれた尻の痛さに、跳ね上りながら、柵を
破つて、畑をふみ荒らした。角を家の板目（はめ）につきかけた事も、一度や二度ではない。その上、蹄（ひづめ）の音と、鳴く声とは、うすい夜の霧をうごかして、ものも
のしく、四方（あたり）に響き渡つた。すると、窓の戸をあけて、顔を出したものがある。暗いので、顔はわからないが、伊留満に化けた悪魔には、相違ない。気のせゐか、
頭の角は、夜目ながら、はつきり見えた。 ――この畜生、何だつて、己（おれ）の煙草畑を荒らすのだ。 悪魔は、手をふりながら、睡（ね）むさうな声で、かう怒鳴つた。
寝入りばなの邪魔をされたのが、よくよく癪（しやく）にさはつたらしい。 が、畑の後へかくれて、容子（ようす）を窺（うかが）つてゐた牛商人の耳へは、悪魔のこの語
（ことば）が、泥烏須（でうす）の声のやうに、響いた。…… ――この畜生、何だつて、己の煙草畑を荒らすのだ。 ＊ ＊ ＊ そ

れから、先の事は、あらゆるこの種類の話のやうに、至極、円満に完（をは）つてゐる。即（すなはち）、牛商人は、首尾よく、煙草と云ふ名を、云ひあてて、悪魔に鼻をあ
かさせた。さうして、その畑にはえてゐる煙草を、悉く自分のものにした。と云ふやうな次第である。 が、自分は、昔からこの伝説に、より深い意味がありはしないかと思
つてゐる。何故と云へば、悪魔は、牛商人の肉体と霊魂とを、自分のものにする事は出来なかつたが、その代（かはり）に、煙草は、洽（あまね）く日本全国に、普及させる


